
高齢者 
 

地域包括ケアシステム 
［地域医療介護確保法第２条］ 

 
   【高齢者を対象にした相談機関】 

地域包括支援センター 

子ども・子育て
家庭 

 
【子ども・子育て家庭を対象にした相談機関】 

地域子育て支援拠点 

子育て世代包括支援センター 

等 

課題の複合化 

制度の狭間 

・高齢の親と無職独身の５０代の子が同居（８０５０） 
・介護と育児に同時に直面する世帯（ダブルケア） 等 

⇒各分野の関係機関の連携が必要 

・いわゆる「ごみ屋敷」 
・障害の疑いがあるが手帳申請を拒否 等 

土台としての地域力の強化 
「他人事」ではなく「我が事」と考える地域づくり 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制 

生活困窮
者支援 

「必要な支援を包括的
に確保する」という理念
を普遍化 

「必要な支援を包括
的に確保する」とい
う理念を普遍化 

○既存の制度による解決が困難な課題 

 

障害者 
 

地域移行、地域生活支援 
 

【障害者を対象にした相談機関】 

基幹相談支援センター 等 

共生型
サービス 



いつまでも元気に暮らすために･･･   

生活支援・介護予防 

住まい 

地域包括ケアシステムの姿 

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定 

■在宅系サービス： 
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護  
・小規模多機能型居宅介護 
・短期入所生活介護 
・福祉用具 
・24時間対応の訪問サービス 
・複合型サービス 
   （小規模多機能型居宅介護＋訪問看護） 等 

 ・自宅 
 ・サービス付き高齢者向け住宅 等 

相談業務やサービスの 
コーディネートを行います。 

■施設・居住系サービス 
・介護老人福祉施設 
・介護老人保健施設 
・認知症共同生活介護 

・特定施設入居者生活介護 
                等 

 

日常の医療： 
 ・かかりつけ医、有床診療所 
 ・地域の連携病院 
 ・歯科医療、薬局 

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等 

・地域包括支援センター 
・ケアマネジャー 

通院・入院 
通所・入所 

病院： 
 急性期、回復期、慢性期 

病気になったら･･･   

医 療 
 

介護が必要になったら･･･   

   介 護 

■介護予防サービス 

地域包括ケアシステムの構築について 

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。 

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域
包括ケアシステムの構築が重要。 

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。 

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。 


